
記事コピーチェッカーの使用方法
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機能解説
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機能解説の順序
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①ファイル、フォルダ読込機能 ②オプション設定機能 ③重複チェック機能
④リスト内重複チェック機能 ⑤インフォメーション表示機能 ⑥表クリア機能

①

④

② ③

⑥

⑤



１．ファイル、フォルダ読込機能
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１－１．テキストファイルを
個別に読み込ませる
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赤枠にテキストファイルやフォルダを
ドラッグ＆ドロップで読み込ませる
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フォルダにテキストファイルを複数入れておき、
フォルダごとドラッグ＆ドロップすればフォルダ内テキストファイルを
一気に読み込ませることも可能です。（詳しくは後述します）



テキストファイルを赤枠内にドラッグ＆ドロップ
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テキストファイルを直接ドラッグ＆ドロップで読み込ませます。



ドラッグ＆ドロップ後の画面
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ドラッグ＆ドロップすると読み込ませた
テキストファイルがリストに表示されます。



１－２．複数のテキストファイルを
フォルダごと読み込ませる
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フォルダの中に複数のテキストファイルを入れておく
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画面のようにフォルダの中に記事コピーチェッカーで
読み込ませたいテキストファイルを複数入れておきます。



フォルダを赤枠内にドラッグ＆ドロップ
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フォルダを直接ドラッグ＆ドロップで読み込ませます。



複数のテキストファイルが入った
フォルダを読み込ませた場合
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「１ファイル＝１行」としてフォルダに入っている
テキストファイルを読み込みます。



１－３．MTインポート形式のファイルを読み込ませる
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MTインポート形式のファイルを
赤枠内にドラッグ＆ドロップ
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フォルダを直接ドラッグ＆ドロップで読み込ませます。



MTインポート形式のファイルを読み込ませた場合
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MTインポート形式のファイルを読み込ませた場合は、
そのファイル内にある「記事数＝行数」として読み込みます。



２．オプション設定機能
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記事チェック方法のカスタマイズ設定
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「オプション設定」をクリックします。



チェック時オプション設定について
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①同時に複数の記事を読み込ませた場合、チェックを入れておけば
読み込ませた記事同士での文章重複チェックを行います。

②チェックを入れる文節文字数目安の設定を無視して
文節でのWeb重複チェックを行います。（文節文字数目安については次ページ）

①

②



チェック時オプション設定について
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検索エンジンでチェックする文字数です。
「32文字」を選ぶと、文頭から32文字を検索して重複チェックを行います。



チェック時オプション設定について
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記事内の文章をいくつチェックするかを指定します。
最高20文まで重複チェックができます。



チェック時オプション設定について
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チェックを入れると、１つのテキストファイル内に空白が３行連続した場合、
別記事として認識し、それぞれを別のリスト（行）として読み込ませます。



３．重複チェック機能
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重複チェックの開始
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青枠のリストにチェックしたいファイルを読み込ませてから
「調査」をクリックします。



重複チェック中の画面
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重複チェック中は赤枠のようにチェック中画面が表示されます。
チェックが全て完了するまで待ってください。



チェック完了後の各項目の見方について
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①収録ファイル・・・ファイルの保存先
②記事・・・読み込ませたファイルのファイル名
③文字数・・・ファイルの中にある文字数
④リスト重複・・・リスト内で同じ重複文字列がないかをチェックした結果
⑤Web重複・・・検索結果に重複文字列がないかをチェックした結果

① ② ③ ⑤④



通常のテキストファイル１つを読み込ませた場合
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記事を選択してダブルクリックすれば、
テキストエディタで記事ファイルを開きます。



リスト内で同じ重複文字列がないかをチェックした結果
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画面の場合、上の記事は１文中１文が重複、
下の記事は７文中１文が重複する内容という結果になります。

※「リスト重複」は読み込ませたファイル内での重複チェックとなりますので、
この場合、上の記事と下の記事で２文重複する内容があるということになります。



記事内の文章をWebを検索して
検索結果に重複文字列がないかをチェックした結果
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画面の場合、上の記事は重複なし、
下の記事は７文中４文がWeb上に重複が見つかったという結果です。



４．リスト内重複チェック機能
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リスト内記事の重複状況を表示
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同時に重複チェックを行った記事の中で、
どの記事とどの記事が重複しているかを確認できます。



オリジナル記事３記事を１つずつコピーして
６記事をチェックした場合の画面
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記事ID0000と0001は14文中14文が重複しており
全て同じ記事であることが分かります。

記事ID0000を起点として見た場合。



５．インフォメーション表示機能
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重複チェックの結果を表示
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重複結果を別窓で詳しく確認可能
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６．表クリア機能
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リスト内のデータ消去
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「表クリア」→「了解」の順にクリックします。



リストがクリアされる

37


